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はじめに
　本紀要に掲載しましたのは，平成 24 年 12 月
13 日の 3 ，4 時限に本学講堂で行われました「薬
害被害者の声を聴く」の講義のレジュメです．大
阪薬科大学では，薬学教育 6 年制開始にあわせて
3 年次生を対象に，表 1 に示すように平成 20 年
度から，「薬害被害者の声を聴く」ということで，
薬害被害者の方々から直接生の声をお聴きする
講義を，「社会薬学 1 」の講義の一環としておこ
なって来ました．今回で勝村講師には 4 度，増山
講師には 2 度講義をしていただきました．そのほ
かに，HIV 薬害被害者の花井十伍氏にも講義を
していただいています．｢薬害を根絶する｣ とい
う高い目標を掲げて全国の医療系大学でこのよう
な講義が行われるようになったその発端は，1979
年に国と製薬企業がその責任を正式に認めて，薬

害スモン被害者との和解が成立し，｢薬害根絶の
誓い｣ が当時の厚生大臣によってなされたことに
あります．しかし，産官学の癒着による薬害構造
の打破という課題は，今も実現していないという
のが現状です．そのなかで，今年度もお二人の講
師の先生をお呼びでき，その切実な体験を通し
て，どのようにして薬害を乗り越えて行けばよい
のかをお話しいただきました．ここに，あらため
てお二人の先生に心より感謝の意を表したいと思
います．学生たちは，増山講師のお姿を眼のあた
りにして，声を失いながらも，増山講師の受けた
被害にも屈することなく，悲しみと苦しみを乗り
越えて明るく生き抜いて来られたお姿を DVD で
拝見し，心の底から感動し，また，勇気づけられ
たことを，後の感想文で書いてくれました．一
方，勝村講師の講義では，お子様を陣痛促進剤の
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常軌を逸した使用によって殺され，また無理やり
陣痛促進剤の注射を打たれた奥様の悔しさと悲し
みをお聴きして，学生たちは，そのような反医療
的行為をおこなった病院スタッフたちに対して，
持っていきようのない怒りに駆られたことを感想
文に書いています．薬害の責任の所在はどこにあ
るのか，どのように取り組めば薬害を根絶できる
のかを，将来薬剤師として医療を担うものとして
真剣に問う姿勢が，すべての学生諸君に喚起され
た様子が見て取れました．このような大きな成果
を得ることができ，本講義をお願いした者とし

て，その責任を果たすことができたように思って
います．あらためて，直接，薬害の被害に遭われ
た方々の声を聴くということの重要性を確認させ
ていただきました．
　この貴重なおふたりの講義を少しでも多くの学
生諸君にも知っていただきたいということもあ
り，今回，紀要におふたりが準備された講義のレ
ジュメをそのまま掲載することにしました．掲載
を快諾いただきました勝村講師，増山講師 ･ 財団
法人いしずえの皆様に感謝いたします．

（松島記）

　表１　大阪薬科大学における薬害被害者の方の講義

演　　　　　題 講　　師 年月日

1

陣痛促進剤被害者の実状と背景
〜医療倫理と患者の人権について考えながら〜

勝村　久司

2008.12.16

サリドマイド薬害について 増山ゆかり

2 薬害被害者の声 花井　十伍 2009.12.24

3
薬害の実態と背景
〜陣痛促進剤被害と患者の人権について考えながら〜

勝村　久司 2010.12.16

4
陣痛促進剤被害者の実状と背景
〜医療倫理と患者の人権について考えながら〜

勝村　久司 2011.12.20

5

サリドマイド薬害について 増山ゆかり

2012.12.13
陣痛促進剤被害者の実状と背景　　　　　　　　　　　　　　　
　〜医療倫理と患者の人権について考えながら〜

勝村　久司
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（1）「薬害被害者の声を聴く 1：サリドマイド被害者の立場から発言する」
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（2）「薬害被害者の声を聴く 2：陣痛促進剤被害者家族の立場から発言する」
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『薬害被害者の声を聴く』講義の重要性につ
いて

　筋短縮症薬害，サリドマイド薬害，スモン薬害，

クロロキン薬害，HIV 薬害（薬害エイズ），薬害

ヤコブ病，MMR（新三種混合ワクチン）薬害，

陣痛促進剤被害，イレッサ薬害，薬害肝炎等，我

が国では過去に多くの薬害が起こってきました．

これら薬害被害者で組織された全国薬害被害者団

体連絡協議会は，平成 14 年来文部科学省を通じ

て医療系教育機関に，薬害を薬理学などの医学的

な観点だけでなく，医療倫理学や社会学および人

権学習的な観点から学ぶ必要を訴え続けていま

す．1） また，将来医療従事者になる学生が，薬害

被害者の意見・体験を直接聞くことは悲惨な薬害

を繰り返さないためにも，貴重な体験につながる

と考えられることを併せて訴えています．1） さら

に，平成 18 年から実施された薬学教育 6 年制に

関連してその前年に『薬学 6 年制移行に伴うカリ

キュラム編成では，現在のところ，薬害教育は「医

薬品の開発と生産」のところに入れられており，

「社会と薬学」のところでは救済制度等を扱うに

とどまっています．薬害はすべて大きな社会問題

となったものばかりであり，薬害の歴史や薬害と

人権などの問題を含め，「社会と薬学」のところ

でも取り上げて頂きますよう要望します．』との

要請が全国薬害被害者団体連絡協議会からされて

います．2）

　大阪薬科大学では，6 年制カリキュラムの一環

として「社会薬学 1 」を中心とした講義科目にお

いて薬害を「社会と薬学」という観点でシラバス

に取り入れ，薬害被害者の方の協力のもと毎年薬

害被害者の意見・体験を直接聴かせていただく機

会を設けています．また，それまでの旧 4 年制課

程の学生にたいしても，薬害被害根絶フォーラム

等薬害被害者の方から生の声を聴くことを講義中

に勧めていたため，平成 17 年と平成 19 年に大阪

で開催された第 7 回と第 9 回薬害被害根絶フォー

ラムに，当時の本学旧 4 年制課程の学生が参加し

ていました．特に，第 9 回薬害被害根絶フォーラ

ムにおいては，3 年次生 41 名が参加し，非常に

有益な感想を感想文として残しています．今年度

の受講学生の感想として，新しい薬の開発を考え

るにおいても，また医療現場において薬の適正な

使用を考えるにおいても，増山先生，勝村先生の

御体験と御意見が，非常に参考になったとの感想

が寄せられています．

　今後も，薬害被害者の方々のご協力が得られる

かぎり，生の声を聴かせていただく機会を設けて

いきたいと思っています．最後になりましたが，

勝村先生，増山先生，花井先生はじめ全国薬害被

害者団体連絡協議会の関係者に大変お世話になり

深謝させていただきます．

（西野記）

1）2002 年全国薬害被害者団体連絡協議会文部科学省

への要望書（2002. 8. 23）

2）2008 年全国薬害被害者団体連絡協議会文部科学省

への要望書（2008. 8）


